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子どもたちが安心して活動できる
学校であるために

群馬県小学校長会

群馬県中学校長会

小。中学校長会倫理委員会

１はじめに
子どもたちが安心して活動できる学校であるためには、教職員が高い使命感をもち、誇りと情

熱をもって教育できる職場環境づくりを最優先し、信頼される学校づくりに努めなければならな

い。そこで、小・中学校長会倫理委員会では現状に鑑み、教職員の倫理に関する諸問題とその対

策について鋭意検討を重ねてきた。

また、群馬県教育委員会では、「群馬県教育委員会懲戒処分指針」及び「群馬県教育委員会の

懲戒処分に関する公表基準」に基づき、教職員による非違行為の未然防止、及び綱紀の一層の保

持を厳しく促している。

そこで、各小・中学校において、校長自らが倫理意識を一層高めるとともに、校長が教職員に

対して啓発を行う際、このリーフレットを指導の手引きとして積極的に活用することを願ってい

る。

教職員の望ましいあり方

２
○

教職員が職責を自覚し自己研鱈できるように努める

義務教育の目的は、社会において自立的に生きる基礎を培い、国家及び社会の形成者として必要と

される基本的な資質を養うことであり、教職員の使命は調和のとれた教育を実現することである。そ

のために、教職員は児童生徒や保護者はもとより、広く社会から尊敬され、信頼される資質を持つこ

とが必要である。

校長は自ら「教育に対する強い情熱」「教職の専門家としての確かな力量」「総合的な人間力」を高

めるとともに、教職員が職責を自覚し自己研鑛できるように努める。

○教職員の使命感・倫理意識を高める

校長は、日頃から社会常識や社会性を踏まえて行動することを教職員に指導する。具体的には自己

の勝手な都合や甘えとも思われるような勤務態度や、学校教育を担う自覚や使命感の欠如、立場を忘

れた軽薄な行動に出たりすることがないよう日常の観察をしっかり行う。また、非常識な言動や熱意

を感じない指導で、児童生徒はもとより保護者や地域の信頼を損なうことがないよう、校内研修や職

員会議などを通して、教職員全体に使命感・倫理意識が高まるように努める。

○ 社会の変化や教育改革に対応できる教職員の育成に努める

社会が激しく変化する中で、教育改革諸施策も次々と打ち出されている。多様化する児童生徒、複

雑化する業務、厳しい社会評価など勤務環境が大きく変化している。

校長は、こうした状況に正面から向き合い、積極的に教職員への指導・助言に取り組み、心身が安

定した状態で職務に精励できる勤務環境づくりと社会の変化や教育改革に柔軟に対応できる教職員の

育成に努める。








